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1. 令和5年3月期第3四半期の連結業績（令和4年4月1日～令和4年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

5年3月期第3四半期 12,615 △10.2 736 47.9 754 50.0 544 65.3

4年3月期第3四半期 14,050 69.1 498 108.6 502 94.7 329 95.6

（注）包括利益 5年3月期第3四半期　　547百万円 （60.3％） 4年3月期第3四半期　　341百万円 （94.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

5年3月期第3四半期 19.07 ―

4年3月期第3四半期 11.54 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

5年3月期第3四半期 17,252 9,361 53.6

4年3月期 17,506 8,985 50.6

（参考）自己資本 5年3月期第3四半期 9,239百万円 4年3月期 8,865百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

4年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

5年3月期 ― 0.00 ―

5年3月期（予想） 6.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和5年3月期の連結業績予想（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,471 △14.4 735 4.3 752 5.3 601 35.4 21.03

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 5年3月期3Q 29,786,400 株 4年3月期 29,786,400 株

② 期末自己株式数 5年3月期3Q 1,211,561 株 4年3月期 1,211,561 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 5年3月期3Q 28,574,839 株 4年3月期3Q 28,574,858 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、【添付資
料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の懸念は残るものの、行動制

限の緩和により経済社会活動も落ち着きを取戻し始めております。一方、ウクライナ情勢の長期化による原材料価

格の上昇、欧米でのインフレ抑制に向けた政策金利引上げに起因する円安の進行要因による物価上昇懸念等、依然

として予断を許さない状況が続いております。

　このような環境の中、精密貼合及び高機能複合材部門におきましては、自動車業界及びエレクトロニクス業界で

のディスプレイ化、タッチパネル化ニーズを取込み、当社の精密貼合技術を活用した加工ビジネスを拡大してまい

りました。車載市場での受注は順調に推移してまいりましたが、世界的な半導体不足が依然として続いていること

から、当社の受注にも影響を及ぼす状況となっております。環境住空間及びエンジニアリング部門におきまして

は、太陽光発電事業は引き続きＯＥＭ供給を中心とした生産を実施、エンジニアリング部門では、機械製造販売子

会社のプレマテック株式会社との協業が順調に推移し、半導体不足に起因する半導体関連設備の需要増にも対応す

ることで好調を維持しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高12,615百万円（前年同四半期

比10.2％減）、営業利益736百万円（同47.9％増）、経常利益754百万円（同50.0％増）を計上し、親会社株主に帰

属する四半期純利益は544百万円（同65.3％増）となりました。

　セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

精密貼合及び高機能複合材部門

　国内外におけるディスプレイ・タッチパネル市場は、引き続き各分野でデジタル化が進むことにより、市場規模

は拡大基調となっております。その一方で、半導体あるいは各種部品の供給問題が拡大しており、産業界全体に影

響が広がっています。車載用途市場では、部品供給不足等の影響により完成車メーカーの生産に影響を及ぼしてお

り、当社受注への影響が拡大しております。一方で、センターインフォメーションディスプレイ、メータークラス

ターパネル、各種スイッチ類等自動車の電子化・ディスプレイ化は確実に進んでいることから、引き続き当社の商

機は増加してきております。また、デジタル化の進行に伴いこれまでディスプレイ等が無縁であった業界からの引

き合い等も増加しており、市場の変化の中、精密貼合技術により一層磨きを掛け、最先端生産設備の開発・導入に

よる生産の高度化を実施することにより、難易度の高い技術を求められる用途製品の受注・開発に取組んでおりま

す。

　この結果、売上高8,793百万円（前年同四半期比22.3％減）、営業利益249百万円（同27.9％減）となりました。

環境住空間及びエンジニアリング部門

　太陽電池の国内市場は、国内制度の変更あるいは海外メーカーの台頭により、国内メーカーにとっては厳しい状

況が続いております。そのため当社グループも、コスト削減を進めながら、ＯＥＭ供給を主軸とし、その中でも製

品開発・用途開拓等の開発要素が大きいものに注力してまいりました。また、エンジニアリング部門においてはプ

レマテック株式会社での部品調達等の長納期化が起きていますが、半導体関連向け装置受注が順調に推移し好調を

維持しております。メカトロニクス技術を活用した省人化あるいは省エネルギー化ビジネスにも引き続き注力して

おります。

　この結果、売上高3,821百万円（前年同四半期比39.9％増）、営業利益482百万円（同225.6％増）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が17,252百万円となり、前期末比253百万円の減少となりま

した。主なプラス要因は、現金及び預金の増加137百万円等であり、主なマイナス要因は、建設仮勘定の減少251百

万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少143百万円等であります。

　負債は7,891百万円となり、前期末比629百万円の減少となりました。主なプラス要因は、長期借入金の増加298

百万円等であり、主なマイナス要因は、１年内返済予定の長期借入金の減少533百万円、支払手形及び買掛金の減

少281百万円等であります。

　また、株主資本は利益剰余金の増加373百万円により9,229百万円となり、純資産は9,361百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、令和４年５月16日に発表いたしました通期の業績予想を修正しております。詳細

につきましては、本日公表しております「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和４年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,526,502 3,663,893

受取手形、売掛金及び契約資産 4,025,865 3,882,184

商品及び製品 1,479 7,883

仕掛品 770,441 772,935

原材料及び貯蔵品 391,448 504,822

その他 45,452 83,504

貸倒引当金 △441,075 △441,057

流動資産合計 8,320,114 8,474,167

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,967,481 3,805,576

土地 2,727,563 2,727,563

建設仮勘定 289,066 37,918

その他（純額） 1,052,146 1,073,735

有形固定資産合計 8,036,258 7,644,792

無形固定資産

その他 8,948 6,047

無形固定資産合計 8,948 6,047

投資その他の資産

投資有価証券 879,843 875,775

退職給付に係る資産 42,630 43,090

その他 222,876 213,610

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 1,140,687 1,127,814

固定資産合計 9,185,893 8,778,654

資産合計 17,506,008 17,252,822

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和４年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,977,341 1,695,535

短期借入金 2,640,000 2,510,000

１年内償還予定の社債 28,000 28,000

１年内返済予定の長期借入金 992,178 458,377

未払法人税等 168,808 87,629

賞与引当金 35,707 14,728

製品保証引当金 110,529 88,414

その他 373,738 528,270

流動負債合計 6,326,303 5,410,955

固定負債

社債 388,000 374,000

長期借入金 1,622,570 1,921,561

退職給付に係る負債 43,096 45,825

その他 140,695 139,032

固定負債合計 2,194,361 2,480,418

負債合計 8,520,665 7,891,374

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 5,279,126 5,652,601

自己株式 △863,930 △863,930

株主資本合計 8,856,007 9,229,482

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,497 10,460

その他の包括利益累計額合計 9,497 10,460

非支配株主持分 119,838 121,505

純資産合計 8,985,343 9,361,448

負債純資産合計 17,506,008 17,252,822
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日

　至　令和３年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年12月31日)

売上高 14,050,828 12,615,064

売上原価 12,687,420 10,993,978

売上総利益 1,363,408 1,621,085

販売費及び一般管理費 865,345 884,635

営業利益 498,062 736,449

営業外収益

受取利息 2,299 2,254

受取配当金 4,664 10,280

為替差益 3,236 5,701

投資有価証券売却益 14 －

その他 13,701 14,073

営業外収益合計 23,916 32,310

営業外費用

支払利息 12,731 11,670

その他 6,256 2,753

営業外費用合計 18,987 14,423

経常利益 502,991 754,337

特別利益

固定資産売却益 489 －

特別利益合計 489 －

税金等調整前四半期純利益 503,480 754,337

法人税、住民税及び事業税 162,420 199,049

法人税等調整額 11,294 8,697

法人税等合計 173,714 207,746

四半期純利益 329,766 546,590

非支配株主に帰属する四半期純利益 128 1,666

親会社株主に帰属する四半期純利益 329,637 544,924

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日

　至　令和３年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年12月31日)

四半期純利益 329,766 546,590

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,871 962

その他の包括利益合計 11,871 962

四半期包括利益 341,637 547,553

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 341,508 545,886

非支配株主に係る四半期包括利益 128 1,666

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　令和３年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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